
（対象期間： 年　4月　1日～ 年3月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社セキグチデイリー

2022 年度 環境経営レポート

2022 2023

発行日： 2023年5月29日



　

目　　　　次

環境経営組織図及び役割・責任・権限表 5

主な環境負荷の実績 6

環境経営計画の取組結果とその評価 6

項　　目 ページ

ご挨拶・環境経営方針 2

組織の概要 3

事業・製品の紹介 4

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟の有無 7

代表者による全体の評価と見直し・指示 8

      1



□ご挨拶

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

1 ． 環境関連法規制や当社の公約を遵守します。

2 ． 効率の良い省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

3 ． 資源を大切に使い廃棄物の発生抑制につとめ、食品リサイクル率の維持向上に努めます。

4 ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

5 ． 洗浄剤や殺菌剤など適正管理に努めます。

6 ． 安心で安全な商品を必要な時に必要な量を、お客様にお届けします。

7 ． 環境循環型社会の実現に向けて取り組みます。

8 ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

　日頃、弊社の商品をご利用頂いている皆様また、弊社をご支援いただいている方へ、心より

御礼申し上げます。弊社は、平成元年より、現在の場所を拠点にして、北関東を中心にお客様

に喜ばれる商品を製造してまいりました。年々売上が増加する中、環境変化に応じながら工場

の増改築を行い、現工場に至っております。弊社の企業方針である、「食を通して」あまねく

人々に幸せをお届する事を推進し国内に留まらず世界の皆様に貢献すべく、日々商品開発から

製造、供給まで尽力しております。また、食品製造業として食を通して積極的な環境経営を推

進し、永続的な環境負荷の削減に取り組みます。

環境経営方針

　企業理念である「豊かな未来の創造企業」を目指して、時流合う取組を行い、より良い社

会づくりに永続的に貢献ます。その取組の一環で、本業である食品の生産を通じて、地球温

暖化等地球規模の問題や地域の課題の解決に向けて自主的・積極的に取り組みます。

　安心・安全な製品をお客様に届けるため、働きやすい職場づくりを進める中で、創意工夫

による衛生管理の徹底と効率的な生産を目指して、全社一丸となって継続的な改善活動に取

り組んでまいります。

代表取締役社長 関口　純一

制定日： 2021年4月1日
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

株式会社セキグチデイリー

代表取締役社長　関口　純一

（２） 所在地

本社工場 群馬県館林市近藤町2899-35

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 工場長 鈴木　直樹

担当者 生産管理課 主任 柏崎　翔太

TEL：0276-75-2201

（４） 事業内容

漬け物・総菜の製造

（５） 事業の規模

売上高 百万円

従業員　　　　　 名

延べ床面積　　　 ㎡

（６） 事業年度 3 月 1 日～2 月 日

認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社セキグチデイリー

対象事業所： 本社工場

活動： 漬け物・総菜の製造

2023年5月29日

126

933

本社工場

28

1571
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□事業や製品（商品）の紹介

弊社は、平成元年に浅漬け、キムチを専門に製造、卸する為に設立された企業です。ま

た、独自の手法で他のお漬物を仕入れ、卸も行っております。主なお客様は、株式会社セ

ブンイレブン・ジャパン様で、群馬県と栃木県にある店舗に製造商品、仕入商品を共同配

送で納品しております。

総菜製造業の営業許可証を取得し、野菜加工品の強みをいかして冷菜総菜商品の開発、製

造にも力を入れており幅広い品揃えしてます。

2014年よりインターネットを活用し、365日製造販売を弊社の強みとし、飲食店、宿泊費、

産業給食、ケータリングサービス、高齢者施設運営事業者けに、販売を行っております。

また、冷凍の業務用専門商品の開発、販売を初めてから海外へ流用を始めました。
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

2021年2月1日

代表取締役社長

内部監査員

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

環境管理 責任者

工場長

環境事務局

EA21委員会

役割・責任・権限

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

工場長 ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

EA21委員会 ・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

内部監査チーム ・環境に関する内部監査の計画

・環境に関する内部監査の実施・報告

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

生産管理課 商品管理室 営業課 管理課
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□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

項　目 2020年 2021年 2022年

廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量（＊1） 363,723 360,147 368,550

二酸化炭素総排出量（＊1）原単位 410.0 406.5 395.0kg-CO2/百万円

　産業廃棄物排出量 ｔ 120 119 122

　一般廃棄物排出量（＊2） ｔ 0 0 0

　発生抑制量 280 280 233

　再生利用量 22 25 23

食品廃棄物

　発生量

t

219 273 253

　再生利用以外の量 0 0 0

　廃棄物処理量 0 0 0

　熱回収量 0 0 0

　減量量 197 248 230

食品再資源化実施率 ％ 100% 100% 100%

水使用量 ㎥ 38,865 39,462 39,411

（＊1）2020年　東京電力エナジーパートナー㈱　二酸化炭素排出係数 0.441kg-CO2/kWh

（＊2）一般廃棄物は排出量が少ない為、産廃として排出している

　　　　　　　　  　年　度

　　項　目

2019年実績 2022年 評

価

2023年 2024年

基準値 （目標） （実績） （目標） （目標）

電力　原単位
kg-CO2/百万円 418.8 395.4 381.5

〇
366.0 348.0

基準年度比 94.4% 91% 87% 83%

9.0 9.0

基準年度比 99% 88% 88% 88%
液化石油ガス（LPG）　原単位

kg-CO2/百万円 10.2 10.1 9.0
〇

6.7 6.7

基準年度比 99% 66% 99% 99%
ガソリン　原単位

kg-CO2/百万円 6.8 6.7 4.5
〇

381.7 363.7

基準年度比 94.6% 91% 88% 83%
CO2総排出量　原単位

kg-CO2/百万円 435.8 412.2 395.0
〇

63.0 62.4

基準年度比 98% 112% 98% 97%
段ボール、紙の排出削減

ｔ 64.3 63.0 71.7
✕

22.0 22.0

基準年度比 94% 117% 94% 94%
廃プラの削減

kg/百万円 23.3 22.0 27.4
✕

食品廃棄物発生　　原単位

農水省目標
kg/百万円 249 668 269 668ｋｇ/百万以下（農水省目標）

100% 100%

食リ法目標 再生率 80% 95% 100% 100%
食品廃棄物の再生利用率

自主目標 再生率 100% 100%
100%

43.1 43.1

基準年度比 98% 95% 98% 98%
水使用削減

㎥/百万円 44.0 43.1 41.8
〇

化学物質の適正管理 行動目標（次項による）

環境に配慮した製品・サービスへの取

組
行動目標（次項による）
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

評価：○＝取組の効果あり　△＝さらに取組が必要　×＝取組できていない

評価 取組結果とその評価、次年度の取組計画

⑤老朽化設備の改廃 ○

電力によるCO2

削減

①空調機の定期的な清掃を行い消費電気削減 ○

段ボール、紙の

削減

①ダンボール→通いカゴ化 △

上半期に省エネ目的の点検、修繕を実施し、エアー漏れ修繕や冷蔵庫扉の消耗部品（パッ

キンなど）の交換を実施した。

下半期に生産性向上目的で設備投資をし、生産性が約5％アップした。

老朽化設備の空調、脱水機、スライサーを新規更新した。

主要エリアのLED化実施済み。次年度で工場全域をLED化の計画。

上半期は目標未達だったが、取組効果が下半期に現れ通期でみると目標が達成できてい

る。

【次年度取組】工場全域のLED化、冷凍機の温度設定、霜取り時間を適正化。

設備投資をし、更なる生産性向上を目指す。

②第一種特定機器　簡易点検（1回/3カ月） ○

③電気無駄使用巡視、教育（照明、PC、機械等） ○

④作業を効率化し稼働時間削減及び残業抑制 ○

⑥照明LED化 ○

取組は問題なく行えた。

【次年度取組】　適正な使用を注視して管理する。

②手洗い水のお湯設定時期の適正化 ○

自動車燃料によ

るCO2削減

①フォークリフト　エコドライブ ○ 取組は問題なく行えた。

【次年度取組】新型コロナウィルスによる移動規制が緩和され、社用車による移動も増加

する懸念があるが、公共機関の利用や、web商談を推奨する。②社用車　エコドライブ ○

LPGによるCO2

削減

①ボイラー室　お湯の止め忘れ防止 ○

③適切な時期の商品導入、カットスケジュール案内 ○

④軟包材の印字不良などのロス削減 △

④不適合品を入荷しない管理 ○

⑤商品事故を発生させない管理（ラベル照合機設

置）
△

製造エリアの電子化が進み昨年から更に紙の排出を削減。しかし、売上増加に伴い仕入れ

品が増加し、その外装段ボールの排出が増えてしまった為目標未達。荷姿を通いカゴにす

る交渉も、取引先との調整が難航し実現に至らず。

【次年度取組】 製造エリアの電子化を更に進める。段ボール削減については、仕入れ品の

通いカゴ化を再度検討する。

②再生紙の利用、コピー用紙の削減 ○

③ペーパーレスシステムの導入
○

水道水の削減

①節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

⑤仕入れ食材の荷姿見直し △

食品廃棄物の発

生抑制・再生利

用率の向上

①正確な販売計画を共有し、精度良い生産計画と調

整

○

野菜洗浄水の電磁弁設置には至らなかったが、全体朝礼などを活用し全社員へ節水の呼び

かけなどを行った。長芋の洗浄方法を変更したり、水漏れ箇所の修繕も迅速に行えたこと

により水の無駄使用が減り目標が達成出来た。

【次年度取組】 継続して節水の呼びかけを行う。

②洗浄機チラー水無駄使用をなくす △

③水漏れ箇所修繕 ○

再生利用率は堆肥化することで100％となっている。発生量は自社基準年を原単位で上

回ったが農水省の目標値は達成している。

形状だけで廃棄になってしまう野菜を活用した商品の開発が行えた。

ラベル照合機は導入に至らずだが、小型のハンディー照合機を導入し簡易的な照合プロセ

スを取り入れ、商品事故によるフードロスの発生をゼロにしている。

【次年度取組】

野菜の歩留まりを管理し、可食部の廃棄を削減する。

②可食部の廃棄削減 ○

③作業方法を統一、必要に応じてマニュアルの掲示 ○

廃プラの削減

①不動在庫発生抑制 ○ 仕入れ食材のロットを見直し、小分けされた物を適正な内容量に変更やPETボトルで入荷

していた油を一斗缶へ変更し廃プラ削減の取組を実施した。

しかし、加工食品の仕入れが増加したことや、包材のロス管理が不足し目標未達。

【次年度取組】 仕入れ食材のロットや外装を更に見直し、適正化を進める。

日々の包材ロスを把握し削減の対策を講じる。

②過剰生産を抑制する生産計画と調整を実施 ○

○

③従業員教育 ○

環境に配慮した

製品・サービス

への取組

①ロングセラー商品の開発 ○

化学物質の適正

管理

①リスクアセスメント実施 ○ 劇物の取り扱いを止め、残った薬品は適正な業者にて処分済み。

【次年度取組】人や環境に影響が少ない化学薬品の取り扱いを推奨していく。

厚生労働省からの「労働安全衛生法（ラベルSDS）訪問支援」を受け、従業員さんの薬品

取り扱い教育に活かす。

②有害性物質の表示の徹底

形状だけで廃棄になってしまう野菜を活用した商品の開発が進み、定番商品化出来た。

【次年度取組】容器の蓋をフィルムタイプに変更しプラ使用量を削減する。

②日持ちする商品の開発 ○

③環境に配慮した包材の検討 ○

365.0825495
403.5436366

461.7560485464.5023431467.3528695458.1105508

375.6846183365.1858161

297.4963234
326.7848529329.7201082
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑変更あり実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 □ 変更なし ☑変更あり

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

騒音規制法

振動規制法 空気圧縮機

水質汚濁法 洗浄設備

下水道法 除害施設

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（動植物性残さ、廃プラ、汚泥、廃油等）

食品リサイクル法 食品廃棄物

容器包装リサイクル法 容器包装

フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

浄化槽法 浄化槽

消防法（危険物） 危険物の保管

悪臭防止法 当社の活動

2023年5月29日

　2022年度は、弊社のエコアクション21への取組が2年目を迎えました。　企業の業績は、昨年を上回る

生産量となり、益々環境負荷軽減の取組が必要な状況でした。　外部の専門家を招き工場のエコ診断を実

施、使用電力削減する知識の更なる習得と環境負荷軽減の取組構築が出来た年でした。　その結果、「段

ボール・紙の排出削減」と「廃プラスチックの削減」の項目以外は目標数値未満に抑える事が出来、温室

効果ガスの排出抑制が昨年よりも改善されました。

　但し、課題も残されており、目標達成が出来なかった2項目に対する対応と対策の構築が必要。　更に、

今年度はハードに対する対策が主だった為、来年は環境負荷軽減に関する人材教育(ソフト）への取組が必

要と感じております。従業員1人1人が、環境負荷軽減に対して関心を持つことで、企業の取組がより強固

になると感じております。

　2023年度は、エコアクション21委員会のメンバー入れ替えて委員会を活性化させ、今年抑制数値目標を

超過した、2項目に対する課題と対策の実施、環境負荷軽減に関する人材教育を実施し、今年作成した長期

計画の数値目標達成に向けて取り組む所存です。
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